




 

表 3.1-14 サデクサ生育面積の経年変化 

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26
1 - - - - 180 100 270 520 600 620

2 - - - - - - 320

3 - - - - - - 40

4 - - - - - - 10 19 12 15

1～4、13 - - - - (180) (100) (640) (1,569) (1,372) (1,595) (3,360) (2,000) (2,721) (1,319)

5 - - - - - - 2 0 0 0 0 0 0 0

6 - - - - - - - 670 530 0 0 0 0 0

7 - - - - - - - 110 69 0 0 0 0 0

8 - - - - - - - 320 320 0 0 0 0 0

9 - - - - - - - 90 11 0 60 6 9

10 - - - - - - - 7 0 0 0 0 0

11 - - - - - - - 2 6 0 12 2 18

12 - - - - - - - 2 0 0 0 0 0 0

13 - - - - - - - - - 100 - - - -

14 - - - - - - - - - 28 83 35 1 10

15 - - - - - - - - - 0 6 0 0 -

合計 0 0 0 0 180 100 642 2,770 2,308 1,723 3,521 2,043 2,749 1,809

480

生育面積(㎡)
地点

9601,030 760 3,360 2,000 2,721 1,319

 

      

 

 
図 3.1-10 サデクサ生育面積の経年変化 
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3) ハマニガナ 

ハマニガナの生態及び確認状況を表 3.1-15 に、花序数と葉数を表 3.1-16 に、花序数と葉

数の合計（花序数＋葉数）の経年変化を表 3.1-17、図 3.1-12 に示す。また、生育面積の経

年変化を表 3.1-18、図 3.1-13 に示す。 

既往調査で確認された 23地点のうち 17地点でハマニガナの生育を再確認した。 

今年度確認された花序数及び葉数は、地点11が 7,984と最も多く、総確認数20,188の 40％

であり、次いで地点 6の 4,977 となっている。生育面積では、地点 6が最も大きく、353ｍ2

であり、次いで地点 11の 224ｍ2となっており、花序数及び葉数とは逆の結果となっていた。

なお、地点 11及び 15、16、20 については分割できないことから、一つの生育地として取り

扱った。 

経年変化をみると、花序数及び葉数では平成 20年度を最高に大幅に減少し、昨年度は最小

の 494 の確認であったが、今年度は大幅に増加していた。昨年の調査は台風襲来後で、砂を

かぶった個体の計数ができず、そのため個体数が少なかったことが考えられる。 

なお、確認数については大幅に増加したが、生育面積は昨年度の 2倍程度、最盛期である

平成 20 年度の半分程度であり、比較的密に生育している結果となった。 

地点別では、地点 6、7、11、13、14、17、19、21、22、23 の 10 地点で確認数がこれまで

の最大値を示し、平成 21年度以降未確認であった地点 4、8、13、平成 23年度以降未確認で

あった地点 10、17 において、今年度再確認された。 
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表 3.1-24 ウスゲチョウジタデの生育面積の経年変化 

H25 H26
1 500 0
2 3 770
3 530

地点 生育面積（m2）

 
 

 

 

 

図 3.1-19 ウスゲチョウジタデの生育面積の経年変化 
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2) オオヨシキリ 

調査対象地域の生息確認調査を実施した。生息が確認された場合は、行動（採餌・休息

等）、確認地点、確認個体数、確認状況（環境等）を記録し、代表的な確認環境について写

真撮影を行うほか、個体の写真についても可能な限り撮影を行った。 

繁殖が確認された場合には、繁殖番数、確認地点、確認個体数、確認状況等を記録し、写

真撮影を行うとともに、繁殖後には営巣地のヨシの密度や水深等を調査し、水深とヨシの関

係を調査することとしていたが、地区内での繁殖は確認されなかった。 

 

3) ミユビシギ、キアシシギ、イソシギ、キョウジョシギ、トウネン、ハマシギ、 

チュウシャクシギ、アオアシシギ 

調査対象地域のうち海上を飛翔する個体を含め、計画地東側の海岸線を中心に生息確認調

査を実施する。確認された場合は、行動（採餌・休息等）、確認地点、確認個体数、確認状

況（環境等）を記録し、代表的な確認環境について写真撮影を行うほか、個体の写真につい

ても可能な限り撮影を行った。 
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（4）調査結果 

今年度の調査結果を、表 3.2-2 に示す。 

確認された鳥類は 46 種であり、うち 14種が特筆すべき種であった。 

今年度確認された 46 種を渡り区分で見ると留鳥が 27 種(全確認種の 58.7%)、夏鳥が 3種(同

6.5%)、冬鳥が 12 種(同 26.1%)、旅鳥が 3種(同 6.5%)となっていた。また、昨年度調査(確認種

58 種)と比べると昨年度だけの確認種が 20種、今年度だけの確認種が 8種、両年度ともにみら

れた種が 38 種で、昨年度とほぼ同様な結果であった。 

 

表 3.2-2 鳥類調査結果 

平成27年

5月9日
事前踏査

6月24日 7月22日 8月5日 9月26日 1月16日
天然

記念物
種の

保存法
環境省
RL2012

三重県
RL2014

近畿地区
鳥類RDB

1 カモ カモ ヒドリガモ 冬鳥 ○
2 カルガモ 留鳥 ○
3 ホシハジロ 冬鳥 ○
4 キンクロハジロ 冬鳥 ○
5 スズガモ 冬鳥 ○
6 ウミアイサ 冬鳥 ○ R3(越冬
7 カイツブリ カイツブリ カイツブリ 留鳥 ○
8 カンムリカイツブリ 冬鳥 ○ ○ R3(繁殖)
9 ハト ハト キジバト 留鳥 ○
10 カツオドリ ウ カワウ 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○
11 ペリカン サギ アオサギ 留鳥 ○ ○ ○ ○
12 ダイサギ 留鳥 ○
13 コサギ 留鳥 ○ ○

14 チドリ チドリ シロチドリ 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ VU
CR(繁殖)
NT(越冬)

R3(繁殖)

15 シギ チュウシャクシギ 旅鳥 ○ R3(通過)
16 キョウジョシギ 旅鳥 ○ R3(通過)
17 トウネン 旅鳥 ○ R3(通過)

18 ハマシギ 冬鳥 ○ ○ NT
R3(越冬
個体群)

19 カモメ ユリカモメ 冬鳥 ○ ○

20 ウミネコ
留鳥

(繁殖有)
○ ○ ○ ○ ○ R4(繁殖)

21 セグロカモメ 冬鳥 ○ ○
22 コアジサシ 夏鳥 ○ ○ Ⅱ VU CR R2(繁殖)

23 タカ ミサゴ ミサゴ 留鳥 ○ ○ NT
NT(繁殖)
VU(越冬)

R2(繁殖)

24 タカ トビ 留鳥 ○
25 ブッポウソウ カワセミ カワセミ 留鳥 ○ R3(繁殖)

26 ハヤブサ ハヤブサ ハヤブサ 留鳥 ○ Ⅱ VU
CR(繁殖)
EN(越冬)

R3(繁殖)

27 スズメ モズ モズ 留鳥 ○ ○
28 カラス ハシボソガラス 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○
29 ハシブトガラス 留鳥 ○
30 ヒバリ ヒバリ 留鳥 ○ ○
31 ツバメ ツバメ 夏鳥 ○ ○ ○ ○
32 ヒヨドリ ヒヨドリ 留鳥 ○ ○ ○
33 ウグイス ウグイス 留鳥 ○
34 ヨシキリ オオヨシキリ 夏鳥 ○ LC R3(繁殖)
35 セッカ セッカ 留鳥 ○ ○ ○
36 ムクドリ ムクドリ 留鳥 ○ ○ ○ ○
37 ヒタキ ツグミ 冬鳥 ○
38 ジョウビタキ 冬鳥 ○
39 イソヒヨドリ 留鳥 ○ ○
40 スズメ スズメ 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○
41 セキレイ ハクセキレイ 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○
42 セグロセキレイ 留鳥 ○ ○
43 アトリ カワラヒワ 留鳥 ○ ○
44 ホオジロ ホオジロ 留鳥 ○ ○
45 アオジ 冬鳥 ○ R3(繁殖)
46 (ハト) (ハト) カワラバト 外来種 ○ ○ ○ ○ ○

5種 14種19種

平成26年

31種

重要種選定基準

22種 0種 2種

渡り
区分

5種

№ 目 科 種名

10目26科46種

留鳥：27種

夏鳥：3種

冬鳥：12種

旅鳥：3種

外来種：1種

6種 11種 12種

 

62


